
1綸o雄20o8年度下半期活動ニュース
横浜雙葉中学高等学校への出前授業

'08年
9月 30日、」ICA横浜市民参加協力課を通じて依頼を受け、菊池理事長が山手町の丘の上

にあるミッションスクールで出前講座の授業を行った。学校からの要望は“」ICAの活動を含めて、日
本の国際援助の在り方全体を俯観するような、国レベルの話をしてほしい"という格調の高いもので、
多数のスライドを使い国際協力について具体的な事例を紹介して理解を深めてもらった。
*」ICA、 JECKの役割と主な活動 *子供の人権侵害の現状と対策
*難民、貧困など“人間の安全保障"に関する国際的な取組み
*民間レベルの国際協力・支援活動   *今 後の活動の進め方

横浜国際フェスタ2008に参加
'08年
10月25/26日「横浜国際フェスタ2008」が横浜パシフィコで開催された。これは横浜NGO・横浜市・JICA横浜などによる組織委員

会が企画運営するもので今回は132団体が参加した。」ECKもいつものようにブースで活動状況をPRすると共に、特設コーナーでのセミ
ナーにも参加し、谷岡会員による「希望ある国際関係に向けて」のセミナーでは20数名の一般聴衆を集めた。他にもオ直岡会員たちによる
横浜NGO連絡会との共同企画で「コインで遊ぼう世界の子供広場」を持った。これは会員が赴任先から持ち帰ったタト国のコインに、世
界地図、各国の国旗などを組み合
わせたクイズ形式のゲームだったが

、予想以上に好評を博し、付き添い

の父母が応援したり、幼稚園児が全

問正解するなど、話題の尽きない催

しとなった。なおこのフェスタは1997

年に始まり、毎年6万人程が来場す
る国際フェスタとなっている。

保土ヶ谷区の“国際交流のつどい"に参加
'08年
11月 16日相鉄線の天王町駅近くにある「岩間市民プラザ」で行なわれた「保土ヶ谷区国際

交流の会」主催の“国際交流のつどい"に参加した。
去年に引続いて4階のホール前に設けられた」ECKのブースには会報、パンフレットなどの資料が
置かれ、後ろの広い壁面には会員が海外で地球環境問題などに取り組んでいる現地の情況など
を説明した大型パネルや世界地図を掲示して、来訪した高校生や日本に在住している外国人の
家族に」ECKの活動を紹介した。
また、横浜国際フエスタで好評だった“国旗とコインと世界地図の位置から国名を当てるクイズ"を簡略
にした“国旗を見て国の名前を当てよう"を実施して、ブースを訪れた家族連れに大変好評であった。

横浜国立大学経済学部での特別講義
横浜国立大学から」ECK出前講座の要請があり、経済学部の山崎圭一教授、大門正克学部長と協議して、'08年 12月 18日と1月 15日の
2日に亘って、4人の」ECK会員が講師を務めて4年生を対象とした下記内容の特別講義を実施した。
メインテーマ:国際協力・支援活動の現状と課題 (各分野の活動事例の体験報告と今後の展望 )
“物づくり産業分野における国際協力・支援活動と二・三の考察"・・…・講師 菊池 正夫
“財務管理を中心とした中小企業経営改善の技術移転 "… ……… …講師 加藤 博通
“ウズベキスタンにおける人材開発プロジェクト"… ……………………講師 福田 信一郎
“国際政治と国際協力・ODAについて"…………………………………講師 谷岡 潔
尚、この特別講義は

'09年
度も引続き行われる予定であり、」ECKはコマツと協力して、新しい講座

を開設して、その運営に当たることになった。

」ECK創 立 6周年記念 セミナー開催
今年1月 17日 14時より当会発足6周年を記念して、」ICA横浜会議室においてセミナーが開催された。
寒い季節ではあったが講師も参加者も非常に熱′亡、な取り組みを見せたのが印象的であった。各
内容については2ページ以降に要約されている。
セミナー終了後は3階レストランにて新年会を兼ねた懇親会が催された。近年は会員以外の参加
者も多く、それぞれ国際協力に関心が深く」ECKとは異なる経歴や経験を持つ方々なので、年齢
層の幅広さとあいまって良い雰囲気の中で過ごせたことは喜ばしいことであった。

Jica Expert's Conference Kanagawa
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国際政治と国際協力00DA―社会経済専門コンサルタントの視座から一 谷岡潔ωECK会員)
国際政治社会は、煎じ詰めるとその底に`不条理な覇権抗争

'の姿も見えてきます。`覇権抗争
'は古今東

西の茶飯事ですが、第二次大戦後・冷戦期・ベルリンの壁崩壊を経て、現在の国際政治は、民主主義・市

場経済主義を掲げる`自由主義陣営 (OECD加盟国が中心 )'、 `旧社会主義陣営 '、 更に、`新たな陣営 (選

択的に結びつくEU、 ロシア、中国、インド、ブラジル、イラン等 )'が二極・三極にと絡み合い複雑に動いていま

す。日本は現在 `自由主義陣営
'に属しています。

`自 由主義陣営'のリーダー格はアメリカですが、̀
High Politics'(軍 事。エネルギー・食料によるPower

Politics)を基本外交姿勢とし、その影響力は甚大です。このような国際政治環境の中で、日本の国際協

力・ODA活 動は`生命線 'を維持。発展させていく有効な手段です。そして、̀ DAC(開発援助委員会)新開発戦略宣言
(1995.5)'、 即ち

`国
際協力は先進国の人道的責務であり、途上国の繁栄は先進国自身の利益に繋がる

'、 とリンクし進められ

ています。

DAC宣言から派生する国連主義の大義として、(1)人間の安全保障、(2)環境保全、(3)貧困削減、が唱えられています。

付言しますと(1)は戦争・紛争に絡む部分もある、(2)は前提に一部不確さも窺えるが、平和裡に需要も生み出す、そして(3)の

`貧困'は人間社会に付き纏う将に負の現実です。

そこで、`平和憲法を遵守・標榜
'するわが国は(1)では、戦争・紛争に絡むところには深入りせず (当事者責任 )、 (2)環境は

平和裡のこと、自然体でよいでしょう。(3)の
`貧困削減'に、より多くのODAエネルギーを注ぐ選択が至当ではないでしようか。

`貧困削減'では`Inequality re― examined'が基本理念であり、それは国政の安定
。経済成長にも繋がります。そこで採られ

るODA支援は多岐・広範囲に亘ります。勤勉。道徳心、教育・技術力の高さ、それぞれに裏打ちされた、もの作りも得意とする、

日本人の資質が大いに発揮される分野です。地道に
`貧困削減'を追い続ければ、受益者から感謝され、同時に供給者として

も喜ばしいことです。
`自利・利他

'の
精神で臨めばよいと思いまづ。

一方、我が国の国際協力・ODAは、より多くの国々との健全な関係維持・発展に寄与するものでなければなりません。一つの

事例として、エネルギー・農業資源・教育文化
。人的資質にも富んだイランに対する

`中小企業支援事業
'が
あり、現在厳しい国

際政治環境下にある国にも、自主性を伴う先見を持って

国益の模索が行われています。

BRICsの台頭に見られる如く、国際社会は変化し続

けます。

常に柔軟に、そして
`」 apan aS Number One、 経済大

国'などと、安易な気持ちや傲慢にならないで、日本人が

持つ本来の資質を生かしながら、着実に
`共生 (ともい

き)'の道を歩んで行くのがよいのではないでしようか。

:lll:=

物つくり産業分野における国際協力・支援活動の現状と課題 菊池 正夫 (」 ECK会員)

1 最近の」ICAの活動概要 (国際協力機構年報2008より)
2007年度のODA全体の予算は7002億円、技術協力予算は2927億円で428%、 」ICAはその55%にあたる1611億 円を占

めている。これをピークであった1997年の1896億円と比べてみると約15%だけ少ないのだがODA全体の実績を各国と比較

すると、かつてトップであった日本は2007年 はアメリカ、ドイツ、フランス、英国に次いで第5位と順位を下げている。

2007年度の技術協力経費の実績を地域別にみると、アジアが432%、 アフリカが22.0%、 中南米が169%、 中東11.9%などと

なっており、近年急速に重要度が増してきたアフリカで技術協力経費の多い国を順にあげるとケニア、タンザ
ニア、ガーナ、ザン

ビア、セネガル、エチオピア、マラウイの川頁となっている。

分野別では公共・公益事業14.2%、計画・行政128%、 人的資源127%、 農林・水産業 127%,保険
・医療93%となっている。

2000年 9月 、189ケ国の首脳が集まって21世紀の国際社会が達成すべきミレニアム開発目標 (MDGs)が取り纏められ、貧困

削減、教育、ジェンダー、保険医療、環境などに関する8つの数値目標が定められた。」ICAの予算もこれに合わせて優先的に

配分されているようである。(貧困削減27%、 感染症対策17%、持続可能な環境の確保13%,職業訓練
″
1青報通信など9%)一

方貧困削減の大きな柱である“経済開発
"は「経済政策・金融」「民間セクター開発」「資源・エネルギー」の3セクターに分けて

取り組みが進められている。更に「民間セクター開発」は国の経済を支える民間企業などの活力を活かし、開発途
上国の経済

発展に貢献する協カアプローチと定め、「裾野産業の育成」、「中小企業の新興」と
「産業技術の振興」のための活動が積極

的に行われている。

2.物づくり産業分野における国際協力・支援活動の現状と課題

わが国は資源に恵まれないが「より質の高い精緻な物を求めて、物づくりに情熱を燃やす」と
いう恵まれた“DNA"のお陰て



国の経済が成り立ってきたとも言える。しかし、技術は水と同じように高い所から、より低いところに流れ、伝わっていくのが道理

で開発途上国に対する技術支援をブーメラン効果を恐れて回避していても、ロケットや人工衛星をつくり・打ち上げる技術ノウ

ハウや原爆の製造技術でさえも、先進国の独占が許されない時代がやって来たことを理解しなければならない。また、グローバ

ル化の波は資源とマーケットの確保に経済大国の最大の戦略がおかれ、国際的な協調もあくまでも国益を優先した上で考え

る、厳しい時代になつてきたことを痛感する。途上国の経済は先進国の技術的な支援なしには大きく発展しないのではなかろ

うか。金属加工分野の技術支援の要請は板金プレス加工の工程設計技術、複雑形状プラスチック部品の金型設計技術、機

械部品の鋳造方案技術などと要請がより高度なものとなってきているので、これら専門分野の日本側の技術ポテンシャルをど

のように維持、向上させ行くかが最大の課題と考えられ、現地側の導入設備のメンテナンス体制の改善も大きな課題である。

ウズベキスタンに於ける人材開発プロジェクト 福田 信一郎 (」 ECK会員 )

」ICAは 1999年 に日本センター構想をたて、旧社会主義国の市場経済移行を支援し太い人脈作り及び
21世紀人づくり戦略を進めてきた。具体的活動は、

1.市場経済化の実務人材育成
2 日本語普及、対日留学等の促進を通じた対日理解促進
3 両国の国民参加による幅広い交流促進、である。
筆者が2000年 4月に応募したウズベキスタン日本人材開発センター(U」 C)のビジネスコース(BC)運営指導

業務は半年前にスタートしたベトナムに次いで、カザフスタン及びモンゴルのセンターと共に2番目であった。

筆者は嘗て国際機関での勤務経験があり開発途上国での人材育成の重要性を認識し、かつ国際機関特有の権威主義

や経済性・効果・効率の甘さをも体験した。このプロジェクトを期待通りに立ち上げ運営するには、筆者が生業としてきたプロジ

ェクトマネジメント手法適用の有効性を訴え、幸い筆者の提案が評価されたのか、多くの応募者の中から採用され、2001年2月

から2003年 7月まで首都タシケントに於いて、BCの運営業務に従事した。

赴任後、スタッフのリクルート、現地調査やニーズサーベイを実施し、人材育成の現状、受講希望者の発掘などを行い、

1.学卒若者向け、5ヶ月間のMBAタイプのPMP(Professional Management Program)(全 日及び夜間コース)
2.中間管理者向け、2週間の問題解決型コース

3.上級管理職、企業経営者及び官吏向け、1日のTOp Managementコ ース
を設計し、立ち上げの作業を開始した。

最初に上記3コースのどれからスタートするかで、大論争があった。しかし、筆者はスタッフの後押しを受け最も困難が予想される

上記 1の PMPを、失敗すれば罷免を覚悟で最初にスタートすることを決心した。当時タシケントには多くの人材育成機関があり後
発の我々が日本の存在感を現地でアピールすること、及び早くマネジメントの手法や知識を身につけ働きたい(2年のMBAコース
に比べPMPは5ケ月間)という若者の期待に応えたい想いが困難なコースを先に立ち上げさせたのである。
それは赴任8ケ月後のことであった。

幸い日本的経営が評価されていた時期でもありまた現地で評判の良い日本が実施するBCであることや、関係者のメディア
やロコミを用いた必死の運動で第1回のPMPに定員の5倍の応募者があり、いずれも甲乙つけがたく人選に苦慮した。
ここで運営について筆者の採った基本方針は、まず、このコースでウズベキスタンの坂本竜馬を育てたいとの想いがあった。

当時の大使、中山恭子参議院議員も賛同してくださり、ご支援を戴いた。このためには、1)良い人材のリクルート、2)熱心な講

師の採用、及び3)U」 Cのmissionを理解し、献身的な活動が出来るスタッフの採用であつた。関係者のサポートがあり、上記の

3つが満足され、PMPスタート後1年でウズベキスタンで最も著名なビジネスコースとして評価され、当時「勉強するならUJCへ」
という言葉が流行ったほどである。PMPは 昼間部及び夜間部からなり、朝9時から夜10時
までシフト制を採用したものの良くついてきてくれたと感謝している。

このコースの成功をモスクワ及びカザフスタンで行われた国際会議で発表し高い評価を

得、」ICAの名を関係者に広めることが出来たЭ

帰任時PMPは 3期が終了し、4期 目のリクルートの最中であった。現在既に12期が終了し
3月から始まる第13期受講者のリクルート中である。現在までのPMP卒業生数は600人を超
え、各界や起業家として活動し、国の発展に貢献しており、BC設立の所期の目的を達成す
ることが出来た。ここにお世話になったすべての方々に改めて感謝したい。

サンルイスポトシのミニプロジェクト流れのシミュレーション解析
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市民との友情を深める会



「横浜開港150周年!」 横浜市150周年記念事葉推進課担当課長 林下 幸造 (」 ECK会員)

いよいよ横浜開港150周年にあたる2009年が幕を明けました。昨年前半、私は第4回アフリカ開発会

議TICAD IVを担当しており、」ECKには創立5周年記念のセミナーでアフリカをテーマとして企画し
ていただいたことで、公私両面での」ECKとのお付き合いとなりました。TICAD IVも成功裏に終わ
り、昨年7月からは開港150周年の記念事業推進担当となりました。すでに会員の皆様にはチケットの

ご購入など、暖かいご協力をいただいておりますが、今回は、この横浜開港150周年についてあらた

めて紹介いたします。

横浜は、150年前までは戸数100戸程度の半農半漁の寒村で、世界地図には名前がなかっただけ

でなく、日本の中においても存在感はありませんでした。そんな横浜に諸外国との交流の窓口となる国

際港が1859年に開港したことにより、多くの人・文化。モノ・技術が横浜港を通して日本全国へ広まっ

ていきました。横浜開港は、横浜の街の始まりとなっただけでなく、日本近代化の原点なのです。

私は、これまで横浜の街づくりに少なからず関わつてまいりました。横浜の街づくりは、他の都市に比べてすべて勝っているなど

と不遜なことは考えてはいません。それでも横浜は、幸いなことに多くの人から「一歩先を行く街」とか「おしゃれな街」というイメ

ージを持っていただけていて、観光客の誘致において財産になっています。開港以来の歴史ある資産のおかげです。街づくり

を進める上でも赤レンガ倉庫に代表されるように、この歴史ある資産を活用してまいりました。開港150周年の記念行事は、単に

一過性のお祭りを行うわけでなく、市民の皆さんにこうした開港の重みを再認識していただき、横浜への愛着をさらに高めてい

ただく絶好の機会となってほしいというのが、私たちの思いです。

横浜開港150周年記念事業の中心的な公式行事は、5月 31日 (日 )に開催される「横浜開港150周年記念式典」です。パシフイ

コ横浜の国立大ホールで開催され、セレモニーと宮本亜門さんの作・演出によるオリジナルショー「ヴイジョンlヨコハマ」の2部構

成となります。一般市民のご招待の応募受付はもう締め切っていますが、オリジナルショーについては式典とは別に有料公演も

行なわれ、チケットも販売中ですので、よろしくお願いします。

またテーマイベントとして、「開国博Y150」が開催されます。会場はJICA横浜に隣接した、みなとみらい21新港地区およびその

周辺で開催される
‖ベイサイドエリア"と、よこはま動物園ズーラシア隣接地区で開催される

Hヒ
ルサイドエリア"の 2箇所です。

ベイサイドエリアは4月 28日から9月 27日までの開催で、みなとみらい21新港地区の3つの有料会場と赤レンガ倉庫や大桟橋を

活用した入場無料の4つの周辺会場で構成されます。有料会場では、フランスの世界的アートパフォーマンス劇団による高さ

約12mの動くクモの巨大オブジェや、上戸彩さん主演のSFアニメBATONの上映などがお楽しみいただけます。
ヒルサイドエリア(有料会場のみ)は 7月 4日から9月 27日までの開催です。ここでは、横浜の里山に囲まれた緑あふれる環境の

中、公募で募った市民スタッフによる、"対話・参加・体験
‖
を楽しめるプログラムが予定されています。ズーラシアと相互に入場

料の割引も実施しますので、ズーラシアとセットでお楽しみください。

このキャラクター、もうなじんでいただいたでしょうか。横浜開港150周年記念事業のマスコットキャラクター

「たねまる」です。キャラクターの設定としては、横浜開港資料館の中庭にある「タマクスの木」の精で、150

年前日本が開港・開国をしたときからずっと日本を見守ってきて、次の150年に向けて新しい「チカラのた

ね」を乗せ、「出航」するというものです。私たちJECKの活動もこの「出航」の一端を担っていると言えるの

ではないでしょうか。

ここでご紹介した記念式典やテーマイベント「開国博Y150」以外にも、今年は一年

を通じてさまざまなイベントが予定されています。さらに横浜港発祥の地である「象の

鼻地区」の再整備が大詰めを迎え、開港記念日である6月 2日にオープンいたしま

す。これにより赤レンガ倉庫から日本大通りや大桟橋につながる回遊ルートが完成い

たします。横浜の街自体の魅力もさらに高まりますので、150周年の記念行事で横浜

を訪れる人たちに、きっと「また来たい」と思っていただけるものと期待しています。

」ECK会員の皆様におかれましても、「開国博Y150」へのご来場はじめお引き立て
よろしくお願いします。 」lCA横浜の前で建設が進むベイサイド会場
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